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は
じ
め
に  

日
本
海
で
は
、
一
メ
ー
ト
ル
を
超
え
る
大
型
の
ク
ラ

ゲ
が
大
挙
し
て
来
遊
し
、
定
置
網
な
ど
の
漁
業
に
多
大

な
被
害
を
与
え
た
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
図

１
に
示
す
こ
の
大
型
の
ク
ラ
ゲ
は
『
エ
チ
ゼ
ン
ク
ラ
ゲ

（Nemopilema nomurai

）』
と
言
い
ま
す
。 

 

大
型
ク
ラ
ゲ
の
発
生
源
は
中
国
の
長
江
河
口
域
～
黄

海
沿
岸
で
、
海
流
に
よ
っ
て
輸
送
さ
れ
成
長
し
な
が
ら

東
シ
ナ
海
を
通
り
、
夏
季
に
対
馬
海
峡
付
近
に
出
現
す

る
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
近
年
で
は
、
本
県
に
お
い

て
も
平
成
二
十
一
年
に
対
馬
な
ど
の
定
置
網
に
大
量
に

入
り
、
漁
業
被
害
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。 

総
合
水
産
試
験
場
で
は
、大
型
ク
ラ
ゲ
に
関
す
る
出

現
状
況
な
ど
の
情
報
を
的
確
に
漁
業
関
係
者
へ
提
供

す
る
た
め
に
、
各
水
産
業
普
及
指
導
セ
ン
タ
ー
と
連
携

し
て
、聞
き
取
り
に
よ
る
情
報
把
握
に
努
め
て
い
ま
す
。

併
せ
て
、
沖
合
で
の
大
型
ク
ラ
ゲ
の
分
布
状
況
を
調
べ

る
た
め
調
査
船
や
小
型
飛
行
機
を
用
い
た
目
視
調
査

も
行
っ
て
い
ま
す
。 

今
回
は
、
聞
き
取
り
調
査
の
結
果
な
ど
を
基
に
、
平

成
二
十
四
年
に
お
け
る
大
型
ク
ラ
ゲ
の
出
現
状
況
と
移

動
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。 

        

 

平
成
二
十
四
年
に
お
け
る
大
型
ク
ラ
ゲ
の
出
現
状
況  

広
島
大
学
が
行
っ
た
国
際
航
路
フ
ェ
リ
ー
を
用
い
た

大
型
ク
ラ
ゲ
の
目
視
調
査
結
果
に
よ
る
と
、
東
シ
ナ
海

・
黄
海
で
の
平
成
二
十
四
年
の
出
現
量
は
、
出
現
が
少

な
か
っ
た
平
成
二
十
三
年
の
約
九
倍
、
大
量
出
現
し
た

平
成
二
十
一
年
の
約
五
分
の
一
程
度
と
、
比
較
的
多
か

っ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。 

一
方
、
同
年
の
本
県
周
辺
沿
岸
（
佐
賀
県
や
福
岡
県

の
沿
岸
を
含
む
）
で
は
、
主
に
対
馬
の
西
沿
岸
・
東
沿

岸
の
定
置
網
に
入
網
し
ま
し
た
。
多
い
時
に
は
一
日
一

統
あ
た
り
（
以
下
、
単
位
は
同
じ
）
百
個
体
を
超
え
て

入
網(

最
大
二
百
五
十
個
体)

し
ま
し
た
が
、
概
ね
数
個

体
～
数
十
個
体
で
推
移
し
ま
し
た
。
ま
た
、
五
島
、
壱

岐
や
近
隣
県
で
は
、
さ
ら
に
出
現
が
少
な
い
状
況
で
し

た
。
こ
の
よ
う
に
平
成
二
十
四
年
の
本
県
周
辺
沿
岸
で

の
出
現
は
、
ほ
と
ん
ど
出
現
が
な
か
っ
た
平
成
二
十
三

年
に
比
べ
る
と
多
い
も
の
の
、
大
量
出
現
し
た
平
成
二

十
一
年
（
最
大
五
千
二
百
個
体
程
度
）
に
比
べ
る
と
少

な
か
っ
た
と
言
え
ま
す
。以
上
の
こ
と
を
ま
と
め
る
と
、

東
シ
ナ
海
や
黄
海
で
は
比
較
的
多
く
出
現
し
た
割
に
、

本
県
周
辺
沿
岸
で
は
少
な
く
、
そ
の
一
方
で
、
韓
国
沿

岸
で
は
大
量
に
出
現
し
、
漁
業
被
害
を
も
た
ら
し
た
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
。 

       



図2 対馬海峡表層流況図
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平
成
二
十
四
年
に
お
け
る
大
型
ク
ラ
ゲ
の
移
動  

平
成
二
十
四
年
に
お
け
る
大
型
ク
ラ
ゲ
は
、
①
東
シ

ナ
海
や
黄
海
で
は
多
か
っ
た
の
に
対
し
、
対
馬
を
除
い

た
本
県
周
辺
沿
岸
で
は
少
な
か
っ
た
こ
と
、
②
対
馬
海

峡
の
東
水
道
（
対
馬
を
挟
ん
だ
東
側
の
海
）
の
入
口
に

あ
た
る
対
馬
南
東
沿
岸
及
び
壱
岐
に
加
え
、
佐
賀
県
や

福
岡
県
の
沿
岸
で
も
少
な
か
っ
た
た
め
に
、
東
水
道
を

通
過
し
た
大
型
ク
ラ
ゲ
の
出
現
が
少
な
か
っ
た
こ
と
、

③
一
方
で
、
対
馬
海
峡
の
西
水
道
（
対
馬
を
挟
ん
だ
西

側
の
海
）
の
対
馬
西
沿
岸
や
韓
国
沿
岸
で
出
現
が
多
か

っ
た
こ
と
か
ら
、
東
シ
ナ
海
や
黄
海
で
見
ら
れ
た
大
型

ク
ラ
ゲ
の
多
く
は
西
水
道
を
通
過
し
た
も
の
と
推
測
さ

れ
ま
す
。 

し
か
し
な
が
ら
、
東
水
道
の
対
馬
東
沿
岸
の
定
置
網

で
は
百
個
体
を
超
え
る
出
現
が
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。 

海
中
を
漂
う
大
型
ク
ラ
ゲ
の
移
動
は
海
況
（
海
流
な
ど

の
海
洋
環
境
）
に
大
き
く
左
右
さ
れ
る
と
考
え
ら
れ
て

い
る
た
め
、
対
馬
の
東
沿
岸
の
み
で
比
較
的
多
く
の
出

現
が
見
ら
れ
た
の
は
、
東
水
道
に
お
け
る
海
況
が
関
係

し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
こ
れ
ま
で
に
東
水
道
で

は
図
２
に
示
す
よ
う
な
反
時
計
回
り
の
渦
が
発
生
す
る

こ
と
が
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
渦
は
対
馬
暖
流
が
対

馬
の
影
響
を
受
け
て
形
成
す
る
渦
で
、
対
馬
海
峡
の
表

層
の
流
れ
を
計
測
し
て
い
る
機
関
（
九
州
大
学 

応
用

力
学
研
究
所 

東
ア
ジ
ア
海
洋
大
気
環
境
研
究
セ
ン
タ

ー
）
の
研
究
者
は
『
対
馬
渦
』
と
名
づ
け
て
い
ま
す
。 

お
そ
ら
く
西
水
道
か
ら
流
入
し
た
大
型
ク
ラ
ゲ
が
対

馬
を
通
過
し
た
後
に
、
こ
の
『
対
馬
渦
』
に
取
り
こ
ま

れ
て
、
東
水
道
を
南
下
し
対
馬
東
沿
岸
の
定
置
網
に
入

網
し
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
対
馬
東
沿
岸
の
定
置
網
に

お
い
て
百
個
体
以
上
の
出
現
が
あ
っ
た
時
の
多
く
に
、

『
対
馬
渦
』
が
見
受
け
ら
れ
、
図
２
に
示
す
十
月
二
日

に
は
、
二
百
五
十
個
体
（
平
成
二
十
四
年
に
お
い
て
最

大
）
の
出
現
が
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。 

『
対
馬
渦
』
の
存
在
は
す
で
に
知
ら
れ
て
い
る
こ
と

で
す
が
、
海
中
を
漂
う
大
型
ク
ラ
ゲ
の
出
現
状
況
や
移

動
に
つ
い
て
注
目
す
る
こ
と
で
、
対
馬
東
沿
岸
へ
の
物

質
の
移
動
に
こ
の
場
所
特
有
の
海
況
が
影
響
し
て
い
る

可
能
性
が
あ
る
こ
と
を
改
め
て
認
識
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
こ
の
『
対
馬
渦
』
が
発
生
す
る
と
、
対
馬
東

沿
岸
に
魚
群
が
滞
留
し
た
り
、
流
入
す
る
と
考
え
ら
れ

る
こ
と
か
ら
、
同
沿
岸
は
イ
カ
の
好
漁
場
に
な
る
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
。 

      

                   



 
お
わ
り
に  

大
型
ク
ラ
ゲ
の
出
現
状
況
と
移
動
経
路
は
年
に
よ
っ

て
異
な
る
可
能
性
は
あ
り
ま
す
が
、
平
成
二
十
四
年
に

お
け
る
大
型
ク
ラ
ゲ
の
出
現
状
況
と
、
そ
の
出
現
状
況

か
ら
推
測
し
た
移
動
経
路
を
模
式
化
す
る
と
図
３
の
よ

う
に
な
り
ま
す
。 

今
後
も
、
当
試
験
場
で
は
関
係
機
関
と
連
携
し
て
大

型
ク
ラ
ゲ
に
関
す
る
情
報
を
提
供
し
て
い
き
ま
す
の
で
、

皆
様
の
操
業
の
一
助
と
な
れ
ば
幸
い
で
す
。 

              

（
担
当 

荒
井
裕
崎
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図3 大型クラゲの出現状況と出現状況
から推測した移動経路の模式図
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